













































































































































































































































































































































































回答は、はいが 141 名で 94％、いいえが 9名
で 6％であった。
記録の書き方は、前述したように記録が早く
書けるようになればと言う思いから授業で取り
上げたが、思いがけず、回答は広がりを見せた。
①記録に役だったケース
・記録を書く上で効率よく出来た。
・詳しく記録することが出来た。
・書き間違いが減った。
・事前に学んですらすら書けた。
・意識しながら書けて良かった。
②記録から広がりを見せたケース
・一日の流れがわかり安心して実習できた。
・ 事前に考えておくことで落ち着いて対応でき
た。
・ 学んだことから自分なりのメモの取り方を考
えた。
・ 反省することで前向きになれた。
・ 行き詰まった時に楽しかったことを見て頑張
れた。
以上のように記録から実習全体に派生したこ
図 2．記録の書き方を学び役立ちましたか
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実習に学ぶ「支援」の技法に関する一考察Ⅱ
とは思いがけないことで有り、今後は記録から
発見できるものも詳しく考察していきたい。
4．まとめ
本研究を通して、実習が相談支援の入り口と
しての学びに有用であることがわかった。
それぞれの項目を通して、自分と他者の関わ
りに気付くことが出来ている。また保育者とい
う自分にとってのモデルがあることで自分を振
り返ることが出来、相手に寄り添う大切さを「実
習」という場面で学べていると感じた。
また記録については、記録だけにとどまらず、
それを書くプロセスの中で一人一人の園児と保
育者の関係に目を向けられたことで「個別化」と
言うことを体験としてとらえられた。
今後はその内容をさらに考察するとともに記
録を含め、実習後の振り返りを通して、自分の
心に問いかける授業を展開することでさらに
「支援」への理解が深まると考える。
今後は、自分の心に問いかける授業内容及び
教材の在り方を考えることを課題としたい。
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